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このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにあ0がとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 






♦巧をのためにおずお守りください- 

♦使用ずる場所 . 

♦さ部のなま元 . 

•使用前の華砲 

使用前の華備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 


1〜4 

4 
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5 〜目 
日〜目 
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♦使いかた 

点火:のしかた . 

炎の調節のしかた’…… 

消火のしかた . 

でるでるあの使いかた’ 
対展自動消火装置……- 
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9〜10 

10 
10 


•点検*手入 ： n . 

♦故障*異常の見分けかたと処置方法- 

•部品交換のしかた . 

♦巧管(長期間使用しない場合) . 

•廃棄ずるとさ . 

•仕様 . 

♦ア フターサー ビス . 
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裹表紙 
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屋警告 


巧るとま消 义 I 
給油時消が 


A ミ主意 

を H した持ち巧し打油 

使巧厳禁 


お使いになる一 


使いかた 


お手入れ•保管 
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★カーテン、可燃物近接厳禁 


★スプレー宙厳禁 

スフレー吿やカセツトこんろ巧ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で生の圧力び上がり、爆発し、危険です。 


★換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれがあります。 
また、乳幼巧や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず]時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び巧分におこなえない場巧では、使用しないでください。 



么警告 （ WARNING ) 


ま全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するために、必ずお守りいただく 
ことを説明しています。 

♦ここに示した表ちは、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分 し、説日月しています。 

A A I この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ重傷を負う危険、また 

_曲厄 I 块、 LJAIM じ thU _は火災の危険び差し迫って生じることび想定される巧容をおしています。__ 

A 苗た片 い A / A DM IIVI 广'、この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死亡、重傷を負う可能性、ま 
言口、 VVAniMIIMU ； _たは火災の可能性が想定される内容をおしてしなす。 ___ 

A ごち な ^。 A I I 了 101^1、 この表おを無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性や物的損 

思、 し MU I IUIM ； 害の発生び想定される内容を示しています。 _ 


参お巧りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 (§)®® 


か© 


この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容でず。 

この絵表示は、必ずして 
いただ<「指示」内容です。 


AA 


この絵表示は、「を意」し 
ていただく内容です。 


•説明文中の「お願しり事頂は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただ<ための巧容び記載されています。 


A 危検 （ DANGER ) 


女ガソリン使用禁止 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でち、乂ぶの原因になります。 
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燃焼筒の夕 + 简(ガラス)び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使巧しないでください。 
異常燃焼を起こした D 、すずび発生するおそれびあります。 

~ ★正常燃焼の確 認 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめてくださし、。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 

高温部接触禁止 I , 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ス I -ーブの上面)やガードに手など所れないよラを意して H 
ください。 タム^ 

やけどのおそれびありまず。 ^ 

★高電圧注意 j 旨 

点火装置は、点火時に高電圧び発生しまず。点火プラグに不用意にさわらないで<ださい 。%% 
感電のおそれびあります。 

掃除、点検■手入れをずるとさは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなってください。 L 

★ふく射熱に長時間あた6な。 

ス I -ーブの間おでふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれび 、 
ありまず。 づ_ 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なちや病気のちなどの暖房には充分にミ主意して M 

ください。 _ が 

ほこり の除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをとをどを除去してくだごし、。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにを意してください。 
ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼や乂がの原因になります。 


使用禁止 



省® 



'接軸禁止 


显 

感里注意 

五 

やけど注意 

〇 


★異常時使用禁止 

におい、すすの発を、がの色など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないでください C 
緊急の場合でちあわてずに、しんを下げて消乂してください。 


★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 


★移動•運搬ずるとをの注意 

■ストーブを移動する場合は、必ず消火し、ス I -ーブの温度び巧分下びってから、油タンクをお0出し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらの巧油を必ず抜いて<ださい。 

運搬の途中に巧油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあ0ます。 


〇 


★居室内給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

乂がのおそれびありまず。 

★変質灯油禁止 

変質む油(持ち越した口油など）、不純な油(む油し义 H の油-水.ごみび混入した'灯油など）を使巧しないで 
<だごし、。 

異常燃焼や故隋（しんび下びらない、点火でをない、乂び消えない)の原因になりまず。__ 

★燃焼中移動禁止1 t %. 

乂のついたまま持ち運ばないで < ださい。 .. 

やけどのおそれびあります。また、乾倒すると乂淵こなるおそれびあ D ます。 



§ 

§ 

0 

禁止 


A 注意 （ CAUTION) 


★やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接她によつて、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


I 


A 警告 （ WARNING) 

















ま全のために必ずお守りください 


A 注意 （CAUTION) 


女が震白動消乂装置の 作動確認、 

使用開始時と、使用中は1圍ちに1回!^^上、巧震目動;肖乂装置を作動ごだて確実に消乂ずることを確かめてください。 
確実に消火しないときは使巧しないで、すぐに修理してくださし、。 

★純正部品の使用 

しんなどの部品は、おず トヨストーブ 純正部品(指をされた部品)を使用して < ださい。 

紳正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれびありまず。 


★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使巧しないで<ださい。 

ス I -ーブは絶対に改造して使用しないでください。不完全な修理や改造は危険でず。 

★邮媒、脱臭フィ ルター使用禁止 

巿販の触媒や脱臭フィルターをストープに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 
異常燃焼や乂災の原因になります。 




分解禁止 

0 

使巧禁止 



暖がなどストープが囲われる場巧^ 

I 隨がや押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない 
で < ださし、。 

火がの原因になります。 

ほこりや湿気のをい場所） 

•粉類や繊維を取扱ラ場所や温室-養鶏場など、塵やほこりの 
多い場所では使用しないでください。 

燃焼用空気(酸素)を取入れる箇所び目づまり状態にな0、臭 
常燃焼を起こすおそれびありまず。 

温室•飼育室など人のいない場所つ 

I 使用環境の変化で、ホ測しない事故び発生するおそれび 
あります。 


( 不ま定な物をのせた 棚などの下^ 

•落下物により乂災び起きるおそれびあります。 

广直射日光のあたる場所、温度の高い場所） 

• 異常燃焼を起こずおそれびあ0ます。 

•油タンクの口油びあ&れ出て火災のおそれびあります。 

r 可燃性ガスの発生する場所、またはたまる場所） 

• 爆発や乂災の原因になります。 

广理.美容院、クリ-ニンク‘店などスプレ-ゃ化学萬品を使う場戸い 
•化学薬品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 
食性ガスの発生により金属•銷-ガラスなどを傷める 
原因となります。 


★可燃物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離ず 

•ストーブから可燃物との眶離は、ち図の指定政上の距離を保つよラ 
にして < ださい。 

•ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず1 m 政上あけてください。 

• 上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

•カーテンなどびストーブにふれないよラにしてください。 

•家具等か b は充分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自が発乂することびあります。） 
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構造図 


が茵キヤッフ 


巧聞（大） 
(ガラス） 


が筒(ル） 
(ガラス） 


点火プラグ 





しん調節器 


しん保持筒 


トヨ耐熱しん~ 
_第に 9 種 




_ 、>1 


ガイドピン 


油タンク 
にぼれま检付） 




しん調節器 
パツキン 

しん案内筒 



給油□□金 


対愛自動消乂装巧 



燃焼筒つまみ 


ミ由受けざ6 


給油サイン 


バンドルジク/ \レンケツバン\でるでるつまみ 


□金開閉具 
(クリーンキヤップ） 
(附属品） 


-お願い- 

耐熱しんに、打油の燃えかず（夕ール）がを呈に付遣しまずと、しんが下がらなくなつたり点义しにくくなつたりします。14ぺ一 
ジ [ pSl 9 しんの手入れをするを参照して、しんのから焼きクリーニングをしてください。 


操作部ち図 




各部のなまえ 


★効果的に使巧するために 

•討気に接ずる窓の下や壁面など、を気の入ってくる場所にストーブを置くと、：令気が' 

ストーブで暖められて上昇巧流しますので、お部屋の湿度のムラびかなくな D 、 

効果的な暖房びでさます。 

^ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないで、 
1<ださし、。 ) 

• お部屋の空気をヴーキュレータなどで巧流させますと、お部屋の温度のムラびよりかなく 
なり、効果的に暖房びできます。（このとをストーブには直接風をあてないでください。） 



使用する場所 


★巧巧の廃棄 


♦な油の廃棄処分は、灯油をお買上げになった販売店にご相談ください。 


願い （NCmCE) 






















4 ガードを、をとの位置に閉じて< 
ださい。 



I 包装箱に表示してある r 包装の内容」をごらんになった5ネ 
I で、包装箱から包装がなどを取り除去、製品を傷付けない 
よラに取 D 出してください。 

-お願い-^ 

包装材は可燃物でずか5、必ず取り除いてください。 


ガードのち下ずみをみし持ち上げ 
て手前に引さ、ガードを開けて< 
ださレ。 


燃焼筒を納めている包装材を 
取り除を、燃焼筒を取り出し 
てくだごい。 



( _ 変質灯油とは 

• ちい灯油。（ひと夏持ち越した阿油） 
•長期間、日光の当たる場所や、温度の 
高い場所にイ呆管したな油。 

•容器のふたび開けてあった D 、 郭白色 
の容器で保管した打油は変質しやすい。 
• 変質のひどいちのは黄を味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

• 変質を防ぐため灯ミ由は留シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 


/古い巧油は 
\使わないで, 


0 

I 使用禁止 


_ 不純打油とは 

I 灯油凹外の油彷ソリン、シンす一、天ぷ 
5 油、機械';由、重油など)びほんのかしで 
ち混入した灯油。 

かやごみび混入した灯油。 


0 

使巧禁止 



/灯油むがが\ 
ミ由、水.ごみを 
、入むないで ノ 


•誤ってガソ 1 J ンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あわてずに、緊急消火ボタンを押して消火して<ださし、。 

• 変質打;'由(持ち越した灯油など)、不純打油け了油 L ソかの油’水- 
ごみび混入した口油など）は、絶对に使用しないでください。 
異常燃焼やお障の原因にな0ます。 

•市販されている助燃剤(添加剤)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 

( D な油の保管のしかた iCN 


•巧油は必ず乂気、雨水、ごみ、高温 V 

おぶび直射曰光を避けた場所に保管 T 

して <ださい。 

• 巧油の容器は専用のされいな容器を ^ 

使用してください。また灯油容器は 熙回切 り^ 
必ず J に認定品で色つをのな油専巧 尸。 I 。叩 C 
容器を使用して < ださい。 た 

• 巧油容器内の灯油び少ないと温度変 ^ 

化によ D 結露して水びたまることび 卜 ' II 、 

あります。 

• ドラムちなどで、長期間大量に保管しないでください。 

•お子様の手のとどかない所に保管して<ださい。 


0 


夕お®祭） 

バ〇 

巡。 

9 た 


打油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使库燃料をつけて息を胁さかけます 
(乂の気のない巧でおこなって< ださい） 

〇灯ミを r X ガソリン 


漂れたままでず。 

良い保管 

直が B 光、雨かび当た6ず、 
火気のない冷暗巧へ保管 



すぐに乾いてしまいます。 

悪い保管 

直射日光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外の保管 
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ガソリンなど揮発性の高い ミ 由は、絕巧に使巧しないでください。 
か■の混入でを、义がの原因になりまず。 


★ガソリン使用禁止 


A 危険 


燃料 

@燃料はな油 ( J 旧1号灯油)を必ず使用してください。 

® 変質 I 灯油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


ストーブを取り出ず 


燃焼筒をセットずる 


使用前の準備 


がかお筒は < 動れ 
〇上すがと し 回さ 
がキ J こ 、ん正 3 卜。 
上巧起らち に ？ッ3 
を。をたさ 上 2セご 
巧い焼し、の。にくだ 
のさ燃まて。器いちし< 
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3く勇すあささ調だをびめ 
筒て、まび押だんくみ筒か 
外べとりりにくしてま焼確 
の調るあび下でをしつ燃か 
筒かあび上をん筒卜筒、る 
焼いびれキ JO 込焼ッ焼しい 
燃なりそ浮 W め燃セ燃かて 

1 2 3 






乾電池を取り付ける 


るでる つまみの位置の確認 


I 乾電池は別売です。 

I 市販の単二形乾電池 （ 4個)を購入の上、本体を側の輩池ケー 
スに、@0を正しく合わせて入れて<ださし、。 



しん調節つまみを引き抜いて、内部にあるで るでるつまみの ① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認して<ださい。違 
っていましたら①にはめ替えてください。 

(詳しくは10ページをお読みください。） 

— でるでるつまみ ク^^^ 家、. 


新しい乾電池とちい乾輩池、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用 
しますと、，な义できなかったり、点火しにくくなったり、液 
漏れや破裂ずる原因になります。 



固定ピンが①の J 
位 S にあること/ 


-お願い- 

製品の輸送中にまじたが筒(ガラス)の破損、燃焼茵のおお、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べてください。 


を質由•不が 6： 灯 $ 由の見分けれ'た （コップに水を入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管蘭間び短<、水と同じお毎透明な 
ら正常。 / vrrrK ~ 


かしでを色びついていたら使用しない。 



0 

使用禁止 


• おか線で灯油が劣化した時は、巧油び 
変色しにく <見分けかたが難し < な D 
ます。 

ひと夏持ち越した'灯油は無を透日月でち 
絶対に使用しないで < ださい。 


を質 I 灯油や不純打油を使用ずると 

•を質巧油やす純な油を使用しまずと、しんにを置の夕 
ールびたまり、しんの先端び固くなったり、点义しに 
<くなったり、しんが上下しに<<なったり、がび大 
まくならな<なったり、激しいにおいびしたりしまず。 
また、苟义時にしんび下び5ず火び墳えなくなりまず。 

•がの混入でた打;'由を使用しますと、しんび上下しにく 
くなったり、巧タンクに阿ミ由び残っていてをがびかご 
くなり、異常燃焼を超こして激しいにおいびしたり、 
火び消えたりします。 

♦ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いちのび混入し 
た灯油を使用しますと、义災の原因になります。 


方~変質な油や不純なミ由を使ったときの処置のしかた 


1油タンクや油受けざ5巧の悪い巧油を抜を取0、良 
I 質の灯油で内部を2〜3回洗浄してから良質の巧ミ由 
に入れ曾そてください。 

(悪い灯油び残っていると再発します。） 

2 14ぺージ^11]9 しんの手入れをずるを参照して、 
しんの先端の固くなっている部分を、ラジオペンチ 
などで軽くつぶしてから、しんのか6巧きクリーニ 
ングをおこなって 

3 しんの手入れをおこなっても効果のないとをや、水 
びを壁に混入している場合は、しんをおり替えて< 
ださい。 

しんの取替そは、販売店までお問い合わせ<ださい。 


-お願し、- 

変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼ごれたとさは、保記期間中でを有料修理となります。 







巧用前の準備 


給油のしかた 


•このストーブには、給油の目巧を示す r 給油サイン」びついています。ス h — ブを使用するとをは、 
とをどさ給油サインを見て、灯油があるかどラか確認し、な油びな<なる前に給ミ由してください。 
•油タンクに灯油びあるとさは、 r 給ミ由サイン」の色は r 緑」でずび、灯油びかなくなると r 赤 J に整わり 
ます。 

• 「給油ヴイン」の色び r ホ」になりました！5、消火して給油してください。 



A ま意 


給油は、がず义の気のないところでおこなつてください。 
义災のおそれがありまず。 


0 


給なサイン 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油口 
口金を、左「〇」に回して取 
りはずしてくださし、。 

• 附属器の r 口金開閉具」を使用 
しますと、のミ由で手を巧さずに 
給油□□金の開閉びでをます。 

•給油□□をを取りはずす前に、 
巧端の弁部を巧すと、給油 □ 
□金び開けやす < な0まず。 

油量計を見なが5給油 
ずる。 

• 市販の給油ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで善し込んで、 
油涅計を見なびら給油して< 

だごい。（ホースび巧けないよ 
ラにミ主意しなびら給油して< 

だごい。） 

•の■ミ由は、油塞計のほぼ上部(ち 
図の♦給油位匿)まで給ミ由し 
て < ださ1て~ 

入れ過ぎますと、あふれ出る 
ことびありますので巧分を意1 
して <ださい。 



巧巧□口を 




_こぼれま桂 


OTIk 


^おミ由化歷^ 


、ミ舌■の巧 ■. 


-お願し、- 

'ミ曲タンクの中にある r こぼれま检」の弁 
び、給油口の近くまで上びっていると 
をは、弁を下へ巧し下げてくださし、。 

I 油タンクの中にある r こぼれま栓」は、 
給油□□金びはずれたとさに、油漏れ 
を巧ぐ装置ですので、取0はずさない 
で < ださし、 



給油□□金をち [ OJ に 
回して、しっかり締める。 







〔本な用のを巧□□を） 


嚇麵 



•油タンクから油び漏れる状態 
で使用しないでくださし、。 
乂災のおそれびあります。 

•同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
油□□金びありますので、間 
違えないようにしてくださし、。 
油びでな<なったり、故障の 
原因にな D ます。 

•な油容器のふたち、しっかり 
綿めておいてくださし、。 

こぼれた灯油はよくふ 
を取る。 

• こぼれた巧油はぶ、ずされいに 
ふを取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にをな0ます。 

ミ由タンクをセツトずる。 

• 附属品の「口金開閉具」を使巧 
した場合は、「□金開閉質」を 
取りはずしてください。 

•油タンクを、本体に正し<、 
ゆつ<0とセツトして<ださ 
し、。 


-お願い- 

才ート給ミ由ポンプ(自動信止装宙付)を使用ずる場合 

•市販のオート給油ポンフ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれま栓」と干渉して、次のよラな不具合状態にな 
り、正しく給油できないものびあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）■油タンクに差し込むホースのセ 
ンサー部の位置(ち向)を変える。 
(処置）•ポンプの乾單池のミ肖拜度を確か 
める。消拜していれば交換する。 
2自動停止しない。打油びあふれてしまラ。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節ずる。 
•上記の処 S をしても正しく給油できない場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給油してください。 




A 警告 


給油□口金は確実に締めて 
ください。給油□□金を下 
にして、油漏れがないこと 
を確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めた 
りすると、簡単に給油 □□ 
金がはずれて、义災の原因 
になります。 


〇 




てず 
しま 
火。〇 
消いな 
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. 電池点乂び使えないとを • 


巧震自動消乂装置のセット 


燃焼筒のセットを確認ずる 


. 点义前の確認 ■ 


しん調節つまみを「点火」の方向へゆっくり回す。 

• しん調節つまみの目印を r 点乂 」 W ^ 

の方向（〇)にゆっくり完全に h ' iJJ ぶ習 _•*’ 乂 
止まるまで回してくだごい。 

(しんび上びり点乂します。）た巧梦ミ gA " 

•点火操作の途中で「ピィ~」と言^ A ^ c = 
ラな電音びしますび、しん調節 一 aen 
つまみはそのまま止まるまで回 \ S'i 

してください。 バ 

•しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場合は、 
一旦、しん調節つまみを「緊急消乂位窗」（消火装超 
セット）の方向 （ f ) へ回してください。▼印まで、回 
せない場合や硬い場合は、しんにタールびついてい 
ます。しんの手入れ（か5焼さク IJ 一ニング）または、 
新しいしんと変携してくださし、。 

火が着いたことを5產 IS ずる。 

■ 乂び着いたことを確認したら、手をしん調節つまみか 
らゆっ < りはなして < ださレ。 

• 火び這いた後をしん調節つまみを回しさったままです 
と、乾輩池の消耗が早くなります。またカーボンび付 
着して、点火しにくくなる原因になります。 

点义しにくい場台は 

•点火プラグ付近から白煙び出て点火しにくい場合は、 
しん調節つまみをかし戻してから、再び 
r 点义 J の方向に、 ゆっくり止まるまで回ず と点火しや 
す < な0ます。 

• しんにタールや力ーボンび付着したり、点义プラグび 
ミちれてぐると、点义しにくくなりまず。一しんの手入 
れ、点义プラグの掃除をおこなってください。 

(11 1214 ベー, グを昭） 

■乾電池の里压び不巧分で点义しにくい場合は.新しい 
乾單池〔単二あ乾輩池4個〕をご購入のラえ交換してご 
使巧 < ださし、。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 三 

点火操作後' 燃焼筒つまみを左ち■■: 

に2〜3回動かし.燃焼筒が正し 

くしん調節器にセットごれている 

か、しんの上にのっていないかを 乃^^: 

必ず確かめてください。 ~ 




しん調節つまみを r 点乂」 
の方向へゆっくり回ず。 

しん調節つまみの目卽を r 点义」の 
ち向（〇)に、ゆつ<0完全に止 
まるまで回して < ださい。 


マッチや市販の点乂用ラ 
イターで点火する。 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ 
をちか左に動かしてから、持ち 
上げ、マッチや市版の点火用ラ 
イターなどを使ってしんに火を 
着けて < ださい。 

♦たばこ用のライターで点乂しな 
いで <ださい。 

•マッチで 点义した場合は、 マッ 
チの燃えかずをしん付近や器具 
巧に落としたり、函台の上に置 
かないで < ださい。 

事故や乂災の原因になります。 


燃焼筒のセットを確認ずる 。 ^FSH 

• 乂び着いたことを確認したら、 

燃焼筒つまみををちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正しくしん調 
節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず 
励 W てください。 

ガードを閉じてください。 ' n 

•マッチや点火用ライターで点乂したとさは、义が着し、 
たことを確認したら、しん調節つまみをかしだけ（点 
火した火び消えない程度に）消义の方向に回してみて、 
引っかかりびなくスムースにしんび下げ b れることを 
確認してから、ちう一度しんを上げて使用してくださ 
い。 

しん調節つまみがスムースに回らないとをは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めか6や D 直して < ださい。 


•ストーフの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると火災の 
おそれがあ0ます。 

•ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節 
器にセツトされているかどラか、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かして、スムースに動くことを確認して 
<ださし、。 


点乂のしかた 


•初めてお使いになるとさは、点火後、器具に付着して 
し、るほこりや油び焼けるにおいびしますび、しば5く 
お使いいただければにおいはな<な D ます。 

•点乂後しば6くの間は、がびち定せず、「ボッ、ボッ、 
ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。し 
ばらくするとがび安定し、音びしなくなります。 


•しん調節つまみを、 r 燃焼」の方向（〇)に、ゆっくり止まるまで 
回しますと、巧震自動消乂装置び自動的にセットされます。 

巧霞自動消火装置びセットでさない場合は一旦しん調節つまみを 
r 緊急ミ肖义位置」 (消乂装置セット)の方向 （ f ) へ回してくださし、。 
•この操作をおこないますと、点义することびあります。 

/-お願い- N 

•使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ(か5焼をクリーニ 
ング）をしたときは、給油絶拘 15 分 liLh 待って、しんに巧分 
なな油び吸い上げ5れてから点义してください。充分に吸い 
上げ5れていない状態で扁火しまずと、しんを傷めまず。 
•新しい乾電池を入れても、おに巧れもないのに点义しにくい 
場合は、12ぺージ「しんの修正 J を参照して直してください。 


使いかた 


使いかた 





巧いかた 


炎の調節のしかた 


•巧の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 


しん調節つまみを回して炎を調節するときは、のイラストをぶく見て、必ず正常燃焼の範囲で 
使用してくだごい。 


最大正常燃焼のときの巧の長さは、內難か5 


1~ 2帥でず t 


臭 常 


正 常 


正 常 


臭 常 





X 




しんの上げすぎ 
(炎が大さ < 伸びている） 


最大正常燃焼 


最小正常燃焼 


しんの下げすざ 
(赤熱部が巧分にホ熱しない） 


すすや一酸化炭索び 
を < 発生する 


炎び巧炎板から 
1 〜 2cm 出る状態 


赤熱部全体びホ熱して 
炎び少し出ている状態 


においや一酸化炭累び 
を < 発生する 


® がの大きさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点义後5分ほどで、燃焼筒の下部び徐々にホ熱し(ホくなる)、炎び上びってきます。 

10分ほどで、炎は全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回して炎を正常燃焼の範囲に調節してくだ 
さい。 

•炎は全周巧一には揃いません。上図 祕]なお • のイラストのぶうに4つに割れます。前をなちに伸び 
た炎の長さは、それぞれ異な0ますび、その比率び1巧 2. 5 くらいでを正常です。 



乂力を弱くする場合のま意 


•火力を弱< した場合でを、燃焼筒の下部の赤熱部が、充分に赤熱している状態で使巧して<ださい。 
•あま D 乂力を弱くすると、においや一酸化炭素びをく発生し、しんにタールび付着します。 


しんの高さ調節（でるでる； 5) について 


がの大ささは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの勞化にぶってかさ<なってくることびあります。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの劣化などでがび大さ<な6ないとさは、10ページの 
でるなのをいかた I の項を参照して、しんの育さの調節をしてください。 

•変質灯油や不純巧油を使巧してしまい、しんにタールび付着したご、水を含んでしまったときは、がび大きくな5ないととをに、しん 
の上下操作が重<なります。このよラなとさは、14ページ [ Ml ] 9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをして 
くだごい。 


消义のしかた 


A 警告 

樓るとをや列出ずるとをは、おず义がミ肖えていることを確認してください。 

予想しない事故がおをするおそれびありまず。 

〇| 





通常の消乂の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目印を r 消火」の方向 （ C )) へ r ニオイセーブミ肖火位置」までゆっくり止まるまで回し 
てください。（速く回すとにおいび出やすくな0ます。） 

消乂を確認ずる。 

• においをかなくずるため、3〜5分程燃焼(炎び一部残る）して消乂します。 

• しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消义位置」にあり、乂び消えたことを必ず確認してください。 



心 


緊急の消乂の場含 


@緊急消火ボタンを押す。 

急速に消乂させるため、においやすずび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 票急消义位置 J にあり、乂び消えたことを必ず確認して<ださい。 

•緊急消义ボタンを巧しても、しんが下が6ず、消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを 
下げてください。 

それでをしんび下び5ない場合は、油タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしをってください。 







緊急消乂ボタンを巧ず。 

緊急消乂ボタンを巧してしんを完全に下げた状態でないと、でるでるつまみ 
をはめ替えることびでをません。 


しん調節つまみ引を巧く。 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの⑨叉は®印の巧のいずれかを、 
固定ピンの凸部にはめ替える。 

①から⑤の巧へ、⑤から③の巧へはめ替えることにより、しんの青さはそれぞれ約 2 mm 〜1 mm 高くな 
D 、 がび大さくな D ます。 

逆に、がをルさくする場合には、⑤を霞に、⑤を①にはめ替えます。 


しん調節つまみを取り付ける。 

しん調節つまみの目 EP を「緊急消义位置」に合わせて、取り付けてください。 


でるでるつまみの位置 

巧 

で 

ず’ 

しんのちさ 

約9隱 

約11 mm 

約 12 mm 



巧震自動消乂装置 


■巧お自動消火装置は、ストーブ本巧び地震(霞度約5 W 上)や強い振動、衝擊を受けたとを、义がなどの危険を防ぐために自動 
的に消义ごせるを全装置です。 

•化黑によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど異常びな 
しにとを確認したを、再点义してください。 


•通南の使用時にま、しん調節つまみを回して消火してください。消火の都度に対麗自動消义装置を作動させますと、臭気が発をします。 
•ストーブを持ち運んだり、ず日したり、掃除するときなどは、しん調節つまみで消乂した後、緊急消义ボタンを押して巧震自 
動消乂装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなって<ださい。 

•ストーブを長い間使巧しないときは、対漂自動消火装置を作動させ、しんを売全に下ばた巧態にしておいてください。セット 
したまま放置しまずと、巧露目動消乂装置の寿命に悪影響をあたえます。 

• &をこぼれやすい牛孔 • 鍋物の煮たき(保温)に、ストーブを絶対に使用しないでくださし、。 

•しんにタールびイ寸着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くなり、対震自動消乂装置び作動してを 
消火性能び着しく悪くなり、火災の原因になります。 


でるでるおの使いかた_ 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの舆化などでがび大を<ならないとさは、でるでるつまみを 
操作して、しんの高さの調節びでさます。 

f -お願い- N 

•購入して初めてお使いになるとさや、新しいしんにで換したとさなど炎び充分に出ているとをに、でるでるつまみを⑤や 
③にはめ替えるとがび大きくな D すぎ、すすび発生することびあごます。炎び大きくな6ない時むかは、でるでるつまみ 
を①で使用してください。 

•不良灯油や変舆灯油を使用して、しんに水やタールび付着したときは効果びない場合びあります。その場合は14ページ [ WW ] 

9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをしてください。それでも良くならない場合は、しんを交換してくださし、。 


消义後、約日分間は再点乂しないでください。燃焼筒びをえないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことがあります。 


消乂後再点乂するときの注意 


しんび下がらない原因は、しんに夕ールがたまつていたり、水を含んでいることがありまずので、 
の手入れ04ぺージ参目有)をおこなうか、巧しいしんに交換してください。 


水をかけるとが蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あじててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを卷くなどしてか6おこなってください。また、あとで油受けざら内の水 
の入った灯油を巧き、しん交換び必要です。 


■時間にを裕かない場合は、ガードを開さ、燃焼筒の上にコップー巧 （2 日 OrrU 程度)の水をかけて消乂し 
てください。 


2 3 










巧震自動 
消义装 S 


• しん調節つまみの目卽び r 駕急消义位苗」に戻らない 
場合は、しん、感巧部の項の点検をして < ださい。 
•販売店に修理依頼をして < ださし、。 


ストーブの 

周囲 


• 点火プラヴび、カーボンやタールで巧れていませんか。 
• 点火プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点乂不良の原因になります] 


ん 


燃焼筒 


点検箇戸斤 


_ なお内容 _ 

•ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 

__[乂巧の原因になります]_ 

•油タンク、油受けざ6、置台の表面に、油びこぼれた 
り、たまったり、にじんでレませんか。 

[火災の原因にな D ます] 


_ 処 B 方ま _ 

•常に舊理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
_ないでくだごい。_ 

■こぼれたり、たまったり、にじんだ 押 I すィ= 

油はされいにふさ取って < ださい。 

•油タンクの給油ロロ金の、弁部など 户 TOFlk 


点検•手入れのしかた 


ス I ブ を消义 し、 本体の温度が充分に下び ってからおこなってください。 
手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

巧霞自動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

必ず普池ケースか5乾聖池を取りはずしてか5おこなってください。 


点検 • 手入れ 


油漏れ •油漏れはあ D ませんか。 

[火災の原因になります] 


外商 •欠けたり、割れたりしていませんか。 

(ガラス） [異常燃焼の原因になります] 


1箇月に1回じ上 


点巧茵巧 


ほこ0 

燃焼巧空気 
取入れ部 
(しん案内 
筒下部） 


点巧巧容 


•反前ネ反ゃ置台にほこりびたまっていまはんか。 

前巧の下の隙間に紙、ピニールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や义災の原因にな D ます] 


にはさまつているごみなどを、おり 
除いてくだごい。 


•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買上 
げの販壳店に修理依顆をして < だごし、。 


•お買上げの販売店にネ目談して、新しい外筒(ガラス） 
に交換して < ださし、。 


化面方法 


'13. 14ぺージの n 憂 fM 園 
使巧しない場合） 1 の！〜己 
項を参照して本体を取0はず 
し、置台と油受けどらの隙間 
(特にしん案巧筒の下部)のほ 
こり、ごみなどを取りのぞい 
てください。電気掃除機で吸 
し、取るのを効果的です。 



点検内容 

処置方法 

• 点火プラグのスノくーク音は、「ピィー」と鳴 D ますか。 
[乾聖池の醒圧(消耗)点検] 

•音びかすれる場合は疆圧び下びっています。 

新しい乾型池に交換してください。 

•燃焼筒の細かい巧に燃えかずや、ずすび付着していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

•ブラシなどを使って、燃えかずや、ずずを取り陈さ、 
をれいに掃腺してください。 

•しんの先端にタールび巧着して、固くなっていません 
び。 

•タールび付着している墙合は、14ぺージ1巧管|9し 
ん①手入れをずるに従って、しんの手入れをおこな 
って < たさ■い。 " t =、 fS 01 、 

★しんにタールび付语していると、巧のよラな不具合 
び発生します。 

/ わがちし、 、 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなじな 
いで < ださい。 

•消火操作をしても、しんび下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでをない。 

•点乂操作をしてを、点乂しない。 

•燃焼筒びホ熱しなかった0、燃焼中ににおいびずる。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、 

1新しいしんに巧換してください。 


>感震部にごみの付着や謂はあり 
ませんか。 

[巧露自動消火装置び正しく作動 
しません] 
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焼 


* この表しソがの不具合があるときや、処置ちをにより処置をしてを良くならないとさは、使巧を中止し、お買上げの販売店にご相談ください。 


製品内部に、ほこり，ごみびたまつている。 


製品内部を掃除する。 （11 ページ参照) 


しんの修正をずる。 

点火プラグを掃除する。 （12 ページ参照) 


点义プラグの型極び正常でない。 


点火プラグび破損してし、なし)か確かめる。（破 
損している場合は販壳店に連絡する） 


点火装置のコードびはずれている。 
点义装置が シヨー ト（短絡）している。 


正しく入れていない。 


正し<乂れ直す。 


乾電池び消耗している。 


新しい乾電池に交換する。 


給油□□金び間違っている。 


給油□口金を正しいをのに取0換える。 
(7 ぺージ参照） 


灯油び水やごみを含んでいる。 


正常な巧油に交換する。 


灯油び変質している。（ミちれた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 


^ ^ ^ しんにタールびつ<原因となるので、正常な 

U U U 打油に交換する。 


が筒（ガラス）にひびや割れびある。 


しん調節器と燃焼筒との間にすさ間 
がある。 


〇 〇 
でで 


しん調節器の上面にタールびついていない 
か、又は： M 筒下部に不揃いびないか調べる。 
外筒（ガラス）を交換ずる。 


燃焼筒の変お。 


内炎筒、列■炎筒び変おしていないかを確かめ 
る。煙おしている場合は販売店に連絡する) 


燃焼筒びしんの上にのっている。 


^ p . p . 点火してから、おず燃焼筒つまみを持って左 

U U U ちに2〜3回動かす。 


しんにタールがついている。 


しんの手入れ肋ら焼きクリーニング)をする。 
^ ^ または，新しいしんと交換する。 

U U U 油受けど6、油タンク内の好油を正常な灯 

油に交換する。 


しん調節器からしんをはずしてよ<乾燥し 
てから、しん調節器に取り付ける。油受けざ 
ら巧の水を巧<。 


^ しんの高さを調節する。 

U 新しいしんと交換する。 


I しんを下げて、おを調節する。 



故障 • 異常の見分けかたと処置ち法 ^修理を依頼される前に一 


_ 定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回) _ 

• 長期間ご使用になりまずと、蝶器の点横び必要です。2年に1回程度、シーブン終了後などに、お貢上げ店、または、修理資格者 
[(財）日本石油燃焼機器保巧協会 ( TEL . 日 3-3499- 29吕 8) でおこなラ巧術管理講習会修了者（石;'由機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


ガードを取りはずし、燃焼筒をおり出してから、マイナスドライバーなどで、点 力—巧 
火プラグの電極や碍子部分に付着した巧れを取り除いてください。 C 5 

I 掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードをおり巧け、^ 
乾電池を取り付けて正常に点火するかどうか確認してください。 

I 点火しにくかった D 、 点义しない場合は、 [ J 7 ん顶 i ち1をするか、をう一度き ''-li lt 
れいに掃除し直してください。 \|養 

又、しんの手入れ(か5焼きクリー ニン グ)をおこなラと、点火プラグに付着した巧 
れびおれやすくなります。 (14 ぺージ I 保窗 9しんの手入れをずる参照） 〉を ^ 

-しんの修正-^—— 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点义プラグお<のしんの側面を内側に、割 D 善などで寶< 
押さえるように撫でて、しんを整える。 

•一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点义してください。 


ドのはずしかた 


点义ブラグ 



このが巧を屏玲ずる 


しんに接 g している 
辛> しんから巧れている 





しんと点义プラグの間をかし離す 


乾單池の消耗び激し： 


火の固りび遅 S 


しん上下の操作び重い 


しんび下からない 


炎びかたよる 


にお S かする 


消火しない.しにくい 


お手入れ.保管 














































部品交換のしかた 



保管（長期間使用しない場合) 


油タンク内の灯油を巧き 
取る。 

ストーブから油タンクを取り出し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク巧の灯油を巧さ取って<だ 
ごし、。 

•わずかに残った巧油は、ミ由タン 
クに給油□口金を巧り付け、ミ由 
受けを本体の中か5おり出して 
給油口□金に押し当て、油タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
ごい。 


電池ケースから乾單池を取り出し 
てください。 


緊急消火ボタン 
を押して、消乂 
装置を作動ごせ 
てか5、ガード 
を開いて、燃焼 
筒をおり出して 
ください。 


A 、-しんなどの巧換部品は、婷ずトヨストーブ純正部品(指定部品）を使用してください。 

胃 純正部品を使用しないと、ストーブの性能を f 員なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発 

~~ 生ずるおそれびありまず。 


•替えしん、則筒(ガラス）、燃焼筒などの交換部品げお要な場台は、お買上げの販売店にご相談ください。 
•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓 □一 nj までお問い合わせ<ださい 


部品交換のとをのを意 


1ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を巧り、やけどや感電、けがなどしないようを意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ストーブはミ肖火し、温度び巧分下びるまで待ってください。 

⑤感輩しないよラに、乾輩ミ也は必ず電池ケースか5はずしてください。 

③手をけがしないよラに、手袋をはめて<ださし、。 

I 不完全な修理はを検でず。お買上げの販売店か、（財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなう巧術管理講暨会修了き(石油機器な 
術营巧±)などのいる販売店で修理巧頼されることをおずずめしまず 


しんの交換のしかた_ 

トヨストーブ純正適合しん 

トヨ耐熱しん第129種 r 商品コード:11256907 


しんの交換方ミ去•を意内容は、耐熱し 
んに滿付されている取扱説明書をお読 
みください。 


啤 

巧ミ 


JIS 適合検査合格品はこの 
マークび貼ってあります。 
マークの色彩は、白地に赤 
インクでを示されています。 


外筒（大）の交換のしかた 

適合が筒(大 ）1 商品コード: 1102100 呂 I •外筒(大)が割れたり、巧りや巧れがふき取れない場含は、交換してください。 

' -^- ' が筒(大)はガラス製ですから、けびをしないように、取り扱いに注意してください。 

1ガードを開いて、燃巧筒をお0出します。 


が筒キャップの內側のつゆを、マイナスドライバーなどで起こし、 
外筒キャップを取りはずしてから、さい外筒(ガを取 D はずします。 

新しいが筒(大)を、ゆつ<りとはめ込みます。 

2硬ではずした外間キャップを燃焼筒ガードにかぶせ、か筒キャッ 
プのつめを3箇所づつ巧さえ固定します。 


燃焼筒の交換のしかた 


適合燃規茵 1 商品コード:11017806 I ♦燃焼商の内炎筒•が辦筒などび変おした場合や、外商（ル）（ガラス）び割れたりした場合は、 
^--^----- ' お買上げの販売店、または、別紙の 「擺置敲おロニ-寅 つまでお問い合わせください。 

点乂プラグの交換のしかた 


•点义プラグを交換ずるときは、お買上げの版売店または、別紙の LiUlllEM ] までお問い合わせください。 

乾電池の交換のしかた 

• 6ぺージ I 巧巧池を取りがける I をを照して、がず4個とも市販の新しい乾聖池〔単二お乾遇池〕に交換してくだをい。 
•取りはずした古い乾畢池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用 
されることをおすすめします。 







本体の両側面と背面にある止めねじ 3 本を、取りはずし 
てください。本体を前ちに傾けなびら、ゆっくりと上方 
に持ち上げて取 D はずして < ださい。 



I 油黄けざ6巧のな油を抜き取る。 

油受けを取口出してから、油受け ， 

どら内の灯ミ由を巿販の給油ポンプ 

(手動式)で巧き取ってくだごい。 ^ 

•油タンク、油受けざ5に水やご_ \ 

みび残ったままイ呆管すると、銷^ ^一^^^ 

や巧あさの原因にな D ます。さ 

れいな灯油ですすざないをして V / 

くだごい。残った巧油は、巧切 

れなどで做い取って < だ-さい。 

I 本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

I な油を抜いた油タンクを本体にセットしまず C 

I しんの手入れをずる。（から焼きクリーニング） 
-お願い-^ 

• しんの手入れは、風があたる巧巧ではおこなわないで 
<ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなってください。_ , 

• しんの巧端び固<なっている時 > 

は、ラジオペンチなどで固い部 I k 

分を軽 < つぶしてからおこなっ I I 

① 作をして、正しく 
隱させてくださ L 1。 

⑤义力がルごくなった5、しんを 4 海含^二ぶ舜^ 

-杯に上げて自然に漱するま 
で燃やしをつてくだごい。 ■ 



10電地ヶースから乾電地を取りはずず。 
f -お願い- 

•乾電油を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 
-ブを腐食させることびちりまず。 

V J 

11巧震自動消乂装置を作動させる。 

II 巧屢自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして 
くださし、。 

12点検、掃除をする。 ， 

■レ①11、12ぺージの I 点巧-手入れのしかた 1 の頂目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

⑤ス I ブのさ部品は、よく掃除して、いたんでいるも 
のは新しいをのに交換して < ださい。 

③ストーブの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取り除いて < ださい。 

13収納する。 

I W ①口金開閉具は紛失しないよラに、本 
体背面のち側上部にある 「 T 」 お巧に 
引っ掛けて保管してください。 

□金開閉具についた灯油は、よくふ 
を取ってくだでい。 \ 

②包装箱に入れて、湿気のかない場所 / 

にな管してくだごい。 口〜 

r 取扱説明ま」 や r 保証害」 をちれずに し - 

大切に保管して < ださい。 


-お願い- 

高温を湿、直が曰光の当たる場所には、保管しないで 
<ださい。 

鋪が出た D 、 樹脂部品がをおずる原因になりまず。 

油タンクは灯油を巧を、本体にセツトして保营してく 
ださい。 


•打ミ由は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よラにして < ださい。 

•取0はずした乾聖池は、表示してある使用推奨期限内は單 
池能力びのこっていれば他の製品に使用でをますので、再 
が用されることをおすすめします。 


廃棄ずるとき 


。〜 14 ぺージの I 保售(長期間使をしなし、場合） I の1 

5乾電池を取りはずして廃棄してください。 


目項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油をなを取り、電池ケースか 




RC - D 2 呂 8 E 


自然通気形開放式石油ストーブ 


しん式•放射お 


輩池点火〔を二形乾單池4個•別売〕 


灯油 （ J 旧1号） 


外形寸法 
(置台を含む) 


最大燃料消費 g 

0.267 L/h 

暖 

房出 

力 

2.75 kW 

油 

タンク容: 

屋 

3.6 L 

燃 

焼継続時 

間 

約13時間 



453 mm 


428 mm 


315 mm 


約7.日 kg 



135% 


巧麗自動消火装置（しん降下式） 


□金開閉具り個） 


お手入れ•保管 






















アフターサービス 


保証について 


•添付しておりますな認害はお売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載巧容をご確認のラえ大 
切に保管してください。 

★巧記期間は、お買上げの曰より1年間でず。 

-お願い- 


つざのよラな原因によるな障および事故につきましては、保証の対象となりませんのでごを意ください。 

(1) 変質'灯油や不純灯油など、また巧油 1;( がの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないためにおこったな障や事お。 

(3) 純正部品拟がのをのを使用した0、しんに夕ールび付着した0、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点义ヒーター)のな障。 

(日）このお扱説明奮や、ま意書、ラベル類によるす旨示、危険•酱告•注意•お願い事項び守られず、誤った使いちをされた 
場合の故障やま巧。 

•その他詳細の保証内容については、保記害の記載内容をご觉ください。 


修理を依頼ずるとを 


• r 故障-異常の見分けかたと処国ち法」 （12 ページ）に従って、お調べください。 

直らないとさは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いただをたい内容は次の通 D です。 

①品を…石油ストープ(自然通気お開放式石油ストーブ） 

⑤型式の呼び.-. RC - D 288 E 
⑤お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ，輩話番号 

•條理に際しましては、保な書をご提示ください。イ呆軸塞の規定になって、販売店び修理させていただきます。 
•イ呆巧朗間び過ざていてを、修理すれば使用でさる場合には、ご希望によ D 有料で修理させていただをます。 
•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成ごれています。 



修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、里池ケースか6乾喔池を取りはずして、 
ミ由タンクを巧を、巧受けざらのな油を必ず抜いてください。 

運搬の途中になミ由がこぼれ、周囲を巧すおそれがありまず。 


〇 

指示 


補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造む切 D 後目年です。 
• 補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフタ—ヴ—ビスについて わからない場合は、お買上げの販売店、または、ちよりの 
問い合わせ < ださい。 


お客撞涅談窓口一巧」（別紙参照)までお 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 

RC - D 288 E 

' お買上げ年ち日 

1 ^ 

年月 曰 

お買上げ店ち 

(電話番号 ）（ ) 一 

y 
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